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高度好塩菌 Halobacterium halobium は，生育に 2M以上の高塩濃度を要求する古細菌である。
乙の H. halobium の形質膜にあって， ATP を合成している酵素(Ha 1 -A T P a s e )が，分子量，
至適 pH，阻害剤の効果等の点で，酵素化学的に， FoFl-ATPase (F型AT Pase) とは異質である
乙とが，実験的に示された。そ乙で，乙のHal-ATPase をタンパク化学的に同定しようと試みたっ
Hal-ATPase Iと対する坑体を作成し，種々のイオン輸送性AT Pase と免疫交差反応を行ったD リ
ン酸化中間体を形成する P型AT Pase である筋小胞体の Ca2十一A TPase , F型AT Pase である
C Fl A TPase とは，まったく交差反応を示さなかった。一方，他の古細菌である Sulfolobus
aci docal darius の膜に存在する AT Pase とは明らかに交差反応がみられた。乙の結果は，古細菌の
A T Pase は互いによく似ており， F型とは異なった一群 (A型AT Pase) を作っているという事を示
している。さらに， Hal-ATPase K.対する抗体は，高等植物である赤甜菜の，液胞膜に存在している
陰イオン感受性のAT Pase (V型ATPase) と顕著な免疫交差反応を示した。これは A型ATPase
と V型 ATPase が免疫化学的に近縁である乙と，さらに真核生物のオノレガネラの 1つで、ある液胞と古
細菌との類縁関係を示唆している。乙れらの免疫反応の結果を確証するために， Hal-ATPase のア
ミノ酸配列を決定する目的で遺伝子のクローニングを行った。
Hal-AT P ase の二大サブユニット α ， ß をコードしている遺伝子。tpA ， atρB は， 1 つのオペロ
ン中に存在していたo atpA は， 585 個(分子量: 6 4 , 1 0 4) , atρB は， 470 個(分子量:
51 ， 956) のアミノ酸からなると推定された。アミノ酸配列を， F型， V型，他のA型のAT Pase と
比較すると， F型とは，どのサfユニット聞の組みあわせにおいても 2 0 数必の相同性しかみられなかっ
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たが， V型，他のA型とは，大きなサブユニット同士(約 5 0 労の椙向性) ，小さなサプ、ユニット同士
(約 5 5 ~ぢの相向性)が，それぞれ対応していた。
A型AT Pase と V型AT Pase の相向性が高い事から，液胞膜等の一重膜オルガ、ネラが，始原古細菌
の細胞膜の内胞化により生じた可能性が生まれる。共生進化説の上にたって考えた時，現在の真核生物は，
古細菌 (A型AT Pase をもっ)を宿主として，それに真正細菌 (F型AT Pase をもっ)が共生したも
のを起原としている事が， AT Pase からの比較によって，示唆された。
論文の審査結果の要旨
井原邦夫君の論文は高度好塩性古細菌H. halobiumの形質膜に存在する ATPase ( Ha 1 -ATP ase) 
の酵素化学的，免疫化学的性質を調べたものである。
Hal-ATPase に対する抗体は P型A TPase やF型AT Pase とは全く免疫交差反応を示さず，他の
古細菌の膜結合性AT Pase と交差反応する乙とが示された。また，真核生物のエンドソームに存在する
V型のAT Pase とは顕著な交差反応がみられた。乙のようにして，古細菌のAT Pase はすべて類似し
ており， P 型， F型とは異なる一群のAT Pase (A型ATPase) をつくっている乙と， また， A型
A T Pase と V型 ATPase とは近縁関係にあることを推定した。
乙れらのことを確めるために， Hal-A T Pase の遺伝子のクローニングを行ない， α ーサブユニット
と F ーサブユニットのアミノ酸配列を推定し，他のAT Pase のアミノ酸配列と比較した。その結果，
Hal-A TPase は F型AT Pase よりも，古細菌のAT Pase やV型AT Pase との配列 iとより高い相
向性のあることを見出した。
乙れらの結果は，高度好塩性古細菌のATPase の進化学的位置について新しい知見を示したものであり，
井原君の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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